
 

 

「政治による人災」 

先月８日、パシフィコ横浜にて政治団体「参政党」の決起集会が行われました。参加総

数は約 5200 人！現在の党員数は約３万人で国民民主党を超え、維新の会も抜く勢いで

す。参政党はまだ結党から２年程度の新興政党ですが、ここまで支持を集めている理由は

１つ。「嘘をつかない政党」だからです。その参政党が先日記者会見を開きコロナ対策に

ついて７つの提言を発表しました。 

① マスクの自由化 

世界的に屋内外問わずマスク着用義務が廃止されている。政治の責任においてマスク着

用は自由であると宣言すべき。 

② 感染症分類の５類以下への引き下げ 

現在の重症化率、致死率から季節性インフルエンザと同等かそれ以下であるため、分類を

５類以下に引き下げるのが妥当。 

③ PCR の廃止 

PCR は研究用のツールで感染の有無を特定出来ないため感染症の検査には不向き。偽陽

性が多く数値だけが独り歩きし社会を混乱させている。 

④ 行動規制の廃止、入国制限の撤廃 

これまでのデータからまん防などの行動規制と陽性者の増減に相関がみられない。同様

の理由から入国制限にも意味がない。経済的にマイナスなだけ。 

⑤ 緊急事態条項反対 

根拠のない予測に基づいて緊急事態が宣言される状況下で為政者に今以上の権限を与え

ることは大変危険。民主主義を守る観点から断固反対。 

⑥ パンデミック条約反対 

世界的パンデミックに際し WHO が国家を超えて法的拘束力を持つのはグローバル全体

主義に繋がりかねない。国家主権を守る観点から断固反対。 

⑦ ワクパス・ワクハラ反対、子供への接種反対、副作用への対応、後遺症の情報開示 

治験中の新薬を使用する場合は慎重に慎重を期す必要がある。安易に推奨することで薬

害が広がり、誤った認識で差別も横行している。政治の責任で是正する必要がある。 

 以上の７項目は、参政党の外部アドバイザーに就

任している大阪市立大学医学部の井上正康名誉教授

が科学的・医学的知見から監修しています。今回の

コロナ騒動は、意図的か不作為かは不明ですが、す

べて政治による「人災」です。政治の腐敗は政治で

正すしかない。子どもたちの命と未来を守るために、

自分に出来ることを成していきましょう！ 
私も参加した参政党決起集会☝日本を憂

う 5200 人の熱気は凄かったです！ 


